おとめ桜
　　　　　　　　　　　　　　　　（福島県白河市の民話　「おとめ桜」　より）　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作　　大西　伸子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監修　彩乃木　崇之
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おとめ

卯吉

和知平三郎（白河の藩士、おとめの父）　　　
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大工たち、家臣たち、役人たち、花見の女たち、その他

第一幕　　　

　　　　　第一場　

　　　　　白河。江戸時代初期。春。桜満開の頃。

　　　　　藩士、和知平三郎家の屋敷。花見の様子。

　　　　　大勢の着飾った女性たちがいる。

　　　　　豪勢な料理、華やかな舞などが披露されている。

　　　　　花見の席に、大工の棟梁と卯吉その他、大工たちがいる。　　　

　　　

卯吉　・・・まるで別世界だ・・・

棟梁　ああ・・・実に華やかなものだ。

卯吉　噂には聞いておりましたが、これほどまでとは・・・

棟梁　和知様の奥方のとよ様が亡くなられて五年以上経つ。

　　　それでも、毎年、とよ様を慕っていた屋敷の臣下たちが、こうして花見を催されるとか。

卯吉　とよ様はずいぶん慕われていたのですね。

棟梁　ああ、下々の者にまで、分け隔てなく配慮して接する方だったそうだ。

　　　和知様も毎年とよ様のために花見が開催されることを喜んでおいでだそうだよ。

　　　桜のお好きだったとよ様が桜の花びらに身をやつして会いにこられると信じていらっしゃるそうだ。　

卯吉　互いに思いあっておられたのですね。

棟梁　そうとも。

奥方のとよ様は、陰で立派に藩士の和知様を支えていらっしゃったとお聞きしている。

卯吉　へえ・・・

　　　しかし、肝心の和知様がいらっしゃいませんね。

棟梁　和知様は本来、こういう華やかな場所は苦手らしい。

　　　おだやかなおとなしい方だそうだ。

　　　それに今は、お前も知ってのとおり丹波様に大変な任務を申し付けられてお忙しい。

　　　何しろ、小峰城をもっと守りの強固な城にせよとのご命令なのだから。

卯吉　郭の四方には六つの門を設けられるとか。

棟梁　本丸も石垣を積み上げて築かれる。これは改修が終わるまで、三年はかかるかもしれん。

卯吉　三年・・・私もそんな大きな仕事は初めてだ。

棟梁　この花見に呼ばれたのも、その改築をわれわれ大工が任されたからこそだ。

　　　和知様が、今年の花見は大工も呼ぶようにと口添えしてくださったそうだ。

果たすべき大役の労をねぎらっていただいているのだ。

　　　しっかり勤めを果たさねばな。

卯吉　はい。

棟梁　俺たちの名前は残ることはない。

　　　だが、俺たちの作ったものはこの先、百年、いや、千年先にだって残せるかもしれない。

卯吉　千年・・・

棟梁　お前や俺の子供、孫、いや、その先にまで自慢できるかもしれないぜ。

　　　これは、俺の改修した城だよって。

　　　俺もお前も、そのとき親父から受け継いだこの大工という仕事を誇りに思うだろう。　

卯吉　ありがたいことです。

　　　　　

　　　　　花見の中におとめが登場。

卯吉　おきれいな方だ・・・

棟梁　和知様の娘御様のおとめ様だ。

　　　おれも屋敷にお勤めしてから、一度しかお目にかかったことはないが・・・

　　　

　　　　　おとめ、周囲の者に請われて舞を始める。

　　　　　しかし、恥じらい、途中でやめすぐに引っ込んでしまう。

　　　　　さんざめくような笑い声。

棟梁　これはこれは・・・おとめ様はお父上様に似て実に内気な方らしい。

卯吉　へえ・・・

棟梁　さあ、そろそろお開きのようだな。

卯吉　まるで、桜の中に消えちまったようだ・・・

棟梁　ははは・・・そう思うなら心ゆくまでここにいろ。

　　　改修が始まったらおれたちは当分、休めなくなるからな。

　　　　　棟梁退場。

　　　　　卯吉、ぼんやりと桜を見上げて立っている。

　　　　　やがて、夕闇がせまり、花見の席はかたづけられる。

　　　　　おとめ、供の者を連れて登場。

お供　　おとめ様、そろそろ部屋に戻らないと。

おとめ　桜があんまり美しいから・・・もう少しだけ。

お供　　今日の花見の宴にはほとんどいらっしゃらなかったのに。

おとめ　桜はああいうにぎやかなところではなく、もっと一人でひっそりと愛でるものではないですか。

お供　　おとめ様は本当にお父上様に似ていらっしゃいますね。

おとめ　（だまって笑う）

お供　　少し寒くなってきましたね。

おとめ　でも、もう少しだけ・・・

お供　　分かりました。では、私は何かお召し物を取ってまいりましょう。

　　　　

　　　　おとめ、一人桜を眺める。

　　　　　その様子を見守る卯吉。

　　　　　おとめ、か細い声で何か歌う。

　　　　　やがて、おとめが行こうとする。

卯吉　　（追いかけようとして、物音を立てる）

おとめ　（あわてて振り向く）

卯吉　　あ・・・

おとめ　どなた？

卯吉　　あ、いえ、私は卯吉という者です。この屋敷にお仕えしている大工で。

おとめ　ああ・・・

卯吉　　その・・・

おとめ　何か御用でしょうか。

卯吉　　いえ・・・その・・・桜があんまり美しいので・・・

おとめ　まあ・・・あなたも、そうお感じになる？

卯吉　　はい、思わず見入ってこの刻になってしまいました。

おとめ　私も・・・

　　

　　　　　二人、桜に見入る。

　　　　　しかし、卯吉は桜に見入るおとめにみとれる。

　　

おとめ　（その視線に気づき、下を向く）・・・このたび・・・小峰城が改修されるとか・・・

卯吉　　はい。私は、以前城に参ったことがあります。

　　　　静かでいい場所でした。

　　　　風で松の枝がさわぎ、小鳥たちが楽しげにさえずっている・・・

おとめ　ええ、ええ・・・

　　　　あの場所がもうじき、改修工事の音でにぎやかになるのですね。

卯吉　　私もにぎやかにする一人です。

おとめ　私は与えられるだけの人生です。　

卯吉　　・・・。

おとめ　そろそろ参らなくては・・・

卯吉　　お引止めしてしまって・・・

おとめ　いいえ、では。

　　　　　おとめ退場。

　　卯吉、しばらくたたずむ。

　　　　　ふりしきる桜。

第二場

　　　　　夏。日照りが強い。

　　　　　小峰城、改修の現場。

　　　　　大勢の大工が石垣を築いている。活気にあふれた様子。

　　　　　卯吉もその中にいる。

大工１　こう暑くては、かなわんなあ・・・

卯吉　　いつもの夏より暑いように思うのだが・・・

大工１　うむ。風がべっとりと肌にはりつくような嫌な感じだ。

　　　　　二人、作業に戻る。

　　　　　やがて、役人が声をかける。

役人　冷たい飲みものを配るぞ。

　　　甘い葛水だ。

　　　　　歓声が上がる。

　　　　　役人に群がる大工たち。

大工１　まったく、暑い夏はこれに限るな。

卯吉　　ああ、甘い。

　　　　　　　二人、葛水で乾いた喉をうるおす。

大工２　　しかし、和知様の屋敷の花見は実に美しかったなあ。

大工１　　また、その話しか。

　　　　　お前は桜ではなく舞い踊っている女たちばかり見ていたではないか。

大工２　　酒ばかり飲んでいたお前には言われたくないさ。

　　　　　しかし、あのお噂の和知様の娘御様、おとめ様にお目にかかれたのはめっけもんだった。

　　　　　どの女たちよりもお美しかった。

卯吉　　　（どきりとしてうつむく）

大工１　　おとめ様をそこらの女たちと比べるな。

　　　　　おれたちとは、お育ちがまったく違うんだ。　　　

大工２　　分かっているさ、そんなこと。

それにしても、あんなお美しい方がこの世にいらっしゃるとは・・・

内気で、めったに人前に出ていらっしゃらないと聞いたことがある。

卯吉　　　・・・そう・・・本当に内気な方だ・・・耳を、そばだててようやく聞き取れるような、か細いお声で話される・・・

大工２　　なんだ、お前。

　　　　　まさか、話しをしたことがあるのか。　

卯吉　　　いや、そういう噂を聞いただけだ。

大工１　　われわれには、縁のないお方だ。

　　　　　何でもお生まれになった時からもう、甘田様とのご結婚が決まっているらしいぜ。

卯吉　　　え？

大工１　　そう、驚くこともないだろう。

　　　　　大工だって、生まれる前から大工になることが決まっていた者がほとんどなのだから。

　　　　　お姿を拝むことができただけで、俺たちにとっては恩の字だ。

卯吉　　　それは・・・そうだ・・・

大工２　　いやあ、俺たちだってそう捨てたものじゃないぜ。

　　　　　遠州にこんな話がある。

　　　　　昔、殿様の御殿に出入りしていた大工がいた。

　　　　　大工とその御殿にいた姫が惹かれあい、駆け落ちしたそうだ。

　　　　　二人は船に乗って逃げたらしいぜ。

卯吉　　　それから？

大工２　　どうも、その先が思い出せないのだ。

　　　　　・・・。

卯吉　　　・・・。

大工１　　大方、船は沈んでしまったか、役人に捕まったのだろう。

二人は結ばれなかったに違いない。昔話は全部そうだ。

身分違いの恋は不幸で終わると相場が決まっているんだ。　　　　　　

　大工は大工で一生を終える。

　　　　　お姫様だってそうだ。

卯吉　　　与えられるだけの人生か・・・

大工２　　何だって？

卯吉　　　いや・・・少々お気の毒だと思っただけだ。

大工１　　お姫様がか？（笑う）

　　　　　だから、言ってるだろう。おれたちには縁のないお方だと。

　　　　　お前が心配しても仕方がないだろう。

卯吉　　　ああ・・・そうだな。

　　　　　　　棟梁、登場。

棟梁　　　万事、期日どおり上がってきている。暑いがしっかり頼むぞ。

　　　　　　　大工たちから歓声があがる。

大工１　　気持ちいいもんだなあ。　　　

　　　　　毎日、同じ作業をして気がついてみるとちゃんと出来上がってるんだ。

卯吉　　　棟梁がおっしゃってました。

　　　　　俺たちの名前は残らないが、俺たちの仕事は千年先も残ると。

　　　　　この仕事は子々孫々まで自慢できることだと。

大工２　　その通りだ。

　　　　　数年先かもしれないが、俺は改修工事が終わって立派な城を見るのが楽しみで仕方がないよ。　　　　　

　　　　　　　三人、ほれぼれするように、改修途中の城を見上げる。

　　　　　　　そして、再び、作業に入る。

第三場

　　　　　前場より数ヵ月後。

　　　　　和知平三郎の屋敷の庭。夜。

　　　　　卯吉、登場。

　　　　　門の外から、屋敷を見上げる卯吉。

卯吉　　城の改修は期日どおりに進んでいます。

　　　　毎日、同じ作業の繰り返しです。

　　　　しかし、それは確実に何かを積み上げています。

　　　　無為に思う日など一日もありません。

　　　　仲間との作業は、楽しく活気あふれたものです。

　　　　しかし・・・私は、いつも心のどこかであの日見た桜のことを考えています。

　　　　満開の桜の中でもっとも美しく咲き誇っていた桜・・・

　　　　初めて人に見られたように頬を薄紅色に染めた桜・・・

　　　　春は終わりました。

　　　　しかし、桜はまだ咲いています。

　　　　仕事が終わると、いつもほんの少しだけ屋敷に立ち寄ります。

　　　　運が良ければ、その桜を目にすることができるのです。

　　　

　　　　　やがて、屋敷から人目を忍ぶようにおとめが現れる。

　　　　　卯吉はおとめの姿を眺める。

　　　　　おとめも卯吉の姿を認める。

　　　　　しばらく、そのまま。　　　　

おとめ　毎日、和歌や俳句、舞を覚えます。

　　　　しかし、それ以外のことは何もすることがありません。

　　　　日がな、移ろいゆく季節を見ながら座っているだけ。

　　　　無為な日々です。

　　　　屋敷から外に出たこともありません。

　　　　限られた者たちとだけ話をし、たまに書を読み・・・

　　　　面白いことなど何ひとつない日々・・・

　　　　そんなとき、桜を眺めていたら卯吉様が現れました。

　　　　ただただ、散りゆく桜を見ておられました。

　　　　ああ、この方は心から桜を美しいと感じていらっしゃる。

　　　　（沈黙）

　　　　卯吉様はそれから毎日のように屋敷のそばにいらっしゃいます。

　　　　「もう桜は散りましたよ」

　　　　私がそう言うと、卯吉様はただ一言「いいえ」とおっしゃいました。

　　　　言葉はほとんど交わしません。

　　　　けれども、毎夜、卯吉様がいらっしゃる。

　　　　卯吉様にお会いできる日々が・・・その一日一日が大切な日々となりました。

　　　　無為な日など一日もない。

　　　　そう思えるようになりました。

　　　　　　

　　　　　　　おとめの父、平三郎が登場。

　　　　　　　卯吉、あわてて走り去る。

　　　　　　　おとめ、ぎくりとして振り向く。

平三郎　　おとめ、甘田様との婚儀は一ヶ月後に決まった。

　　　　　最近、お前は顔色がひどく悪い。

　　　　　なにやら思い悩むことがあるのかもしれぬ。

　　　　　だが、これで一安心だ。

　　　　　甘田様のところに嫁げば、お前も幸せな花嫁となることができる。

　　　　　どうか、私に幸せな顔を見せてくれ。

おとめ　　・・・お父上様。

　　　　　　　平三郎、退場。

　　　　　　　おとめ、その場に立ち竦んだまま動けなくなる。

　

　　　

第四場

小峰城、改修の現場。
　　　　　　激しい雨。

　　　　　　大工たち、作業に難航している様子。

　　　　　　「危ない。引き上げろ」という役人の声。

　　　　　

　　　　　　顔を布で隠したおとめが登場。

おとめ　（卯吉を見つけて）ここにくればお会いできると思いました。

卯吉　　（驚いて）どうかなさったのか。

　　　　　どうしてこんな危険なところに。まだまだ、石垣はできていない。

　　　　　この降り続いた雨で、崩れてしまうかもしれぬ。さ、お行きなさい。

おとめ　　共に逃げてください。

卯吉　　　え？

おとめ　　お願いします。

　　　　　私は、あなた以外の元には嫁ぎたくありません。

卯吉　　　（雨の中で聞き取りにくい）え？

おとめ　　あの日以来、あなたにお目にかかることだけが私の生きる証でした。

　　　　　毎夜、一目だけでもお目にかかることだけが・・・

卯吉　　　・・・しかし・・・

おとめ　　甘田様のもとに嫁いだら、もう二度とあなた様にはお目にかかれません。

　　　　　　　稲妻が光る。雷鳴。

おとめ　　明日が婚儀なのです。

　　お願いします、共に逃げてください。

　　　　　

　　　　　　　卯吉、おとめの手を掴み、駆け出す。

　　　　　

第五場

　　　　　　

　　　　　雨は激しく降り続く。深い山の中。三日後。

　　　　　木陰でうずくまるように小さくなって座り込んでいるおとめと卯吉。

　　　　　疲れ果てて、気力のない様子。

卯吉　　雨が、これほどまで降り続くとは・・・

　　　　もはや、石垣は崩れてしまったのでは・・・

おとめ　・・・。

卯吉　　おとめ様、今ならまだ間に合います。

　　　　帰りましょう。

　　　　和知様もきっと心配しておられる。

おとめ　・・・。

卯吉　　私の身など、どうなっても良い。

　　　　しかし、おとめ様はお幸せにならなければ・・・

おとめ　・・・。

卯吉　　遠州の話をご存知ですか？

　　　　大工と姫の駆け落ちした話を・・・　

　　　　二人はどうなったか・・・

おとめ　二人は見つかって、姫は生きながら逆さに埋められたそうです。

卯吉　　え・・・

おとめ　私は、死を覚悟しております。

卯吉　　・・・それは・・・

おとめ　生きているか死んでいるか分からない毎日でした。

　　　　しかし、あの日、あなたと会ってから初めて自分が生きていることを知ったのです。

卯吉　　私に会って・・・

おとめ　そうです。

卯吉　　・・・

　　　　私は・・・ただの大工です。

おとめ　・・・ご迷惑だったようですね。私の勝手に巻き込んでしまって・・・

卯吉　　とんでもない、もったいないことです。

　　　　

　　　　　　しばらく、激しい雨を見る二人。

卯吉　　おとめ様、おとめ様はもう三日も何も口にしていらっしゃらない。

おとめ　え？

卯吉　　これ以上、このままでいると命が危のうございます。

何か食べるものを取ってきましょう。

　　　　この山の中じゃ、草の実か木の実くらいのものですが。

おとめ　それは、危のうございます。雨がやんでからのほうが・・・

卯吉　　この雨は当分、やみそうにありませんよ。

　　　　下手をしたら幾晩も降り続きそうです。

　　　　その間に、死んでしまったら元も子もありません。

おとめ　・・・しかし・・・もう少しだけでも、待ってみたほうが・・・

　　　　　卯吉、立ち上がり、駆け出す。

　　　　　が、振り返って、おとめに向かって。

卯吉　　おとめ様の覚悟を受け取りました。

　　　　二人で無事に山を越えて、二人で生きていきましょう。

　　　　遠州の話は私たちには関係がありません。

　　　　違う結末をきっとみつけられるはずです。

　　　　今しばらくお待ちください。

　　　

　　　　

　　　　　しかし、雨の音が卯吉の言葉をかき消す。

　　　　　取り残されるおとめ。

　　　　　いつの間にか死んだように眠ってしまう。

　　　　　雨がやむ。

　　　　　おとめ、起き出す。

　　　　　深い闇。

　　　　　そろそろと動き出す。

　　　　　何かが動く音。

　　　　　恐ろしさに思わず悲鳴を上げるおとめ。

　　　　　しかし、闇が迫るばかり。

声　闇は迫るばかり。

声　地面は濡れて、じくじくと重く。

声　ねっとりとした風がまとわりつく。

声　空腹であることも忘れるほど。

声　体から動く気力すら奪い。

声　卯吉は帰ってこない。

声　いつまでも、帰ってこない。

声　屋敷に戻ればよかったのか。

声　もはや、方角も分からず。

声　卯吉は戻ってくるのか。

声　戻ってくるのか。

声　卯吉は帰ってこない。

声　待とう、帰ってくるまで。

声　それは、いつのことか。

声　闇は迫るばかり。

声　闇は迫るばかり。

声　闇は迫るばかり。

　　　　　おとめ、恐怖で座り込む。

声　いっそ、死ぬことができれば。

声　楽になるのか、死んでしまえれば。

声　母上様もいらっしゃる。

声　いっそ、死ぬことができれば。

声　いっそ、死ぬことができれば。

　　　　　おとめ、そろそろと動きだす。

　　　　

　　　　　そのとき、人食い鷹が三羽、闇の中から現れ、おとめを取り囲む。

鷹１　死んでしまうのなら、その命、われらの生の糧に。

鷹２　人間を見るのは久しぶりだ。

鷹３　まだ若い、うまそうだ。

　　　　　人食い鷹のおとめを囲む輪が狭まる。

おとめ　待ってください。私はまだ、死にたくありません。

鷹１　　先ほど、死んだほうが楽になると考えたではないか。

おとめ　嫌です、死にたくはありません。

鷹１　　もう遅い、死にたくないなら、われわれと戦うしかない。

おとめ　戦う？

鷹１　　お前がわれわれ全員を殺すか、お前が食われるかどちらかだ。

おとめ　そんな・・・

鷹１　　われわれは、今お前を獲物として捕らえた。

　　　　頭の中ではお前を食い、その味に酔いしれる姿が浮かんでいる。

　　　　われわれは飢えている。

　　　　さあ、覚悟を決めるのだ。

鷹２　　苦しいのはほんの一瞬だ。

　　　　その命を奪ってから食いつくしてやろう。　

　　　　それとも、生きたまま徐々に肉をついばんでいこうか。

鷹３　　それも一興。

　　　　　人食い鷹、全員笑う。

おとめ　待ってください。私はまだ、やらなければならないことがあります。

　　　　どうか、私を殺さないで。

鷹１　　お前ごときが生きながらえて何をするのだ。

おとめ　卯吉様をお待ちします。

鷹３　　しかし、戻ってこないかもしれないのであろう？

鷹２　　われわれには、お前の考えていることが手に取るように見えるのだ。

　　　　闇は恐ろしい。

　　　　いっそ死ぬことができれば・・・

おとめ　戻ってきます。この闇の中、道に迷ってしまったのかも。

　　　　私は、あの方に会って、人形のような暮らしからはじめて生きている実感を覚えました。

　　　　あの方に会いたい。

鷹３　　だが、もう、戻ってこないよ。

おとめ　戻ってきます。

　　　　お願いします。命だけは助けてください。

鷹１　　では、われわれと戦うか。

　　　　　人食い鷹、再び笑う。

おとめ　私は戦いを学んだことはありません。

　　　　しかし、文字の読み書きや和歌と舞は学んできました。

　　　　これらのものは生きることに必ずや役立つと・・・

　　　　　人食い鷹、嘲笑したように笑う。

鷹３　舞いが食えるのか？

　　　和歌が飲めるのか？腹いっぱいにしてくれるのか？

　　　どうやってそれで生きるのだ？

鷹２　娘さん、舞を食べさせてくれよ。

　　　　　ひとしきり、嘲笑が済んだところで。

鷹１　いいだろう。

　　　ならば、舞を舞ってみろ。

　　　それで、われわれを楽しませてくれたら、お前の命、助けてやろう。

　　　　　鷹、好奇の目でおとめを見る。

　　　　　おとめ、頷き、しばし目を閉じる。

　　　　　やがて、覚悟し、生命が迸るような舞を舞う。

　　　　　鷹たちは圧倒される。

　　　　　舞いが終わった後、しばらく沈黙。

　　

鷹１　もし、所望したときに、いつでも舞を舞うのなら、お前がこの山で生きていくすべを教えよう。

　　　

おとめ、ほっとしたように笑う。

鷹１　まず、戦いを覚えねばならない。

　　　

　　　　　一羽の鷹が血まみれのウサギの死体を置く。

　　　　　　

鷹１　今日はこれを、われわれと共に食そう。

　　　　　おとめ、ウサギの死体を見つめる。

　　　　　鷹がいっせいに死体に群がる。

　　　　　その様子を見つめるおとめ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幕

第二幕　

　

　　　　　第一場

　　　　　山の中。

　　　　　闇。

　　　　　人食い鷹の群れが卯吉を囲んでいる。

鷹１　死んでしまうならその命、われらの生の糧に。

鷹２　人間を見るのは久しぶりだ。

鷹３　まだ若い、うまそうだ。

　　　　　人食い鷹の卯吉を囲む輪が狭まる。

卯吉　嫌だ、死にたくない。

鷹１　先ほど、死んだほうが楽になると考えたではないか。

卯吉　嫌だ、俺は死にたくない。

鷹１　もう遅い、死にたくないなら、われわれと戦うしかない。

卯吉　戦う？

鷹１　お前がわれわれ全員を殺すか、お前が食われるかどちらかだ。

卯吉　そんな・・・

鷹１　われわれは、今お前を獲物として捕らえた。

　　　頭の中ではお前を食い、その味に酔いしれる姿が浮かんでいる。

　　　われわれは飢えている。

　　　さあ、覚悟を決めるのだ。

鷹２　苦しいのはほんの一瞬だ。

　　　その命を奪ってから食いつくしてやろう。

　　　それとも、生きたまま徐々に肉をついばんでいこうか。

鷹３　それも一興。

　　　　　人食い鷹、全員笑う。

卯吉　待ってくれ、俺には、まだやらなければならないことがある。

　　　どうか、殺さないでくれ。

鷹１　お前ごときが生きながらえて何をするのだ。

卯吉　おとめ様を捜すのだ。

鷹２　しかし、もう死んでいるかもしれないのだろう？

鷹３　われわれには、お前の考えていることが手に取るように見えるのだ。

　　　闇は恐ろしい。

　　　いっそ死ぬことができれば・・・

卯吉　生きている。　

　　　生きて、私の帰りを待っているはずだ。

　　　暗闇の中、道を見失ってしまった。

　　　しかし、山の中をくまなく捜せば必ず・・・

鷹３　そのまま餓死しているだろうよ。

卯吉　生きていらっしゃる。

　　　お強いお方だ。

　　　どうか、命だけは助けてくれ。

鷹１　では、われわれと戦うか？

　　　　　人食い鷹、再び笑う。

卯吉　よし、戦おう。

　　　　　卯吉、手にその場で拾った木の枝を持ち、人食い鷹に襲いかかる。

　　　　　鷹は卯吉の攻撃をひらひらと馬鹿にしたように避ける。

鷹１　よくも、そんなものでわれわれと戦おうなどと。

鷹２　ずいぶん馬鹿にされたものだな。

鷹３　お前ごときの攻撃で、勝てると思うのか。

　　　お前にも舞いが舞えればよかったのに。

　　　　

　　　　卯吉、ぴたりとその場に止まる。

卯吉　舞だって？　もしや・・・

　　　おとめ様もお前たちに会ったのだな。

鷹３　会ったとも。

卯吉　では、やはりおとめ様は生きておられるのだな？

鷹１　おとめは、われわれの餌食になったのだ。

鷹２　白い肌、柔らかな肌。その噛み心地・・・えも言われぬ噛み心地。

卯吉　嘘だ。

　　　一目会ったら、餌食にすることなどできはしまい。

　　　あの美しさ、あの神々しさ・・・

それを汚すような真似などお前たちのような下劣な獣にできはしまい。

人食い鷹、嘲笑したように笑う。

鷹１　生きているなら、なぜお前の前に姿を見せぬのだ？

鷹２　これほど探しても見つからないのであろう？

　　　おとめはわれわれが食べてしまったんだよ。

卯吉　本当に・・・お前たちが・・・

　　　おとめ様・・・

　　　あのとき・・・雨が止むのを待っていたら・・・

　　　闇の中で道を見失わなければ・・・

　　　いや・・・俺が守れなかった・・・

　　　ああ・・・こんな鷹の餌食になるなど・・・

　　　　　卯吉、絶望して座り込む。

鷹３　では、われわれの餌食となるね。

鷹２　さあ、どこから食ってやろうか。

　若い男・・・うまそうだ・・・。

　　　　人食い鷹の円が卯吉を取り囲む。

鷹１　まあ、待て。

　　　絶望して、無抵抗なだけの人間を食べるのは面白くない。

　　　死ぬ決心をしたにも関わらず、いざ、命を奪おうとすると生きたいなどと抜かす・・・

　　　そんな愚かな命ごいをばっさりと切り捨てるのが、人間を食す醍醐味ではないか。

鷹２　それもそうだな。

　　　この者、絶望の極みで、もはや血が通っておらぬ。

鷹３　つまらない。ほおっておいても死んでしまう。

卯吉　・・・ああ・・・おとめ様・・・おとめ様・・・

　　　　　卯吉は倒れこむ。

　　　　　鷹１、そっと卯吉のそばにより、ささやく。

鷹１　おとめは生きているよ。

　　　お前の言うとおりだ。

　　　あの女のあまりの美しさにわれわれは、その肌に爪を立てることができなかった。

　　　だが、どうしてお前の前に姿を現さないんだろうねえ・・・

卯吉　・・・本当か？本当に生きていらっしゃるのか？

鷹１　後悔していたよ。大工ごときのお前などと逃げたのを・・・

　　　しかも、一人にされてひどい目にあったと言っていた。

卯吉　それは・・・

鷹１　お前もおめでたいねえ。

　　　大工風情が本気であんな高貴な女に相手にされるとでも思ったのかい？

卯吉　・・・。

鷹２　気の迷いだよ。

　　　若い娘にはよくあることさ。

　　　命がけにあこがれるんだ。（笑い）

鷹３　つりあった身分の者と結婚したほうがどれほど幸せか・・・・

卯吉　・・・そうだ。

　　　お前たちの言うとおりだ。

　　　俺なんかとは、身分も育ちも違いすぎる。

鷹１　今ごろは、もう、どこかの藩士の息子と祝言をあげているのではないか。

鷹２　それが理にかなっている。

鷹３　お前もおめでたいねえ。

　　　今でも、自分を待っているなどと考えるなんて・・・

卯吉　もし、本当に生きていらっしゃるのなら・・・せめて・・・もう一度お姿を拝見したい。

鷹３　みるみるうちに生きる欲望が湧いてきたぞ。

鷹２　うまそうになってきた。

　　　よし、今が食べごろだ。

　　　　　人食い鷹が襲いかかろうとする。

　　　　　一羽の鷹が卯吉の着物に噛み付く。

卯吉はそれを破り、死に物狂いで鷹を追い払い逃げ出す。

　

　　　　　第二場　

　　　　　山の中。

　　　　　明るい日差し。

　　　　　おとめが火を起こし、何かの肉を焼いている様子。

　　　　　別人のようにたくましくなっている。

　　

　　　　　人食い鷹の一羽が来る。

おとめ　　よいところへ、ちょうどウサギの肉が焼けたところでございます。

鷹１　　　そんな面倒なことをしなくとも食えるだろう。

おとめ　　こうしたほうが、美味でございますよ。

鷹１　　　面白い。

　　　　　最初に獣を見せたときは、気を失うかと思った。

　　　　　しかし、お前はじっとそれを見つめ、われわれが与えた生き物を黙って食した。

おとめ　　なんとしてでも、生きなければならないのです。

　　　　　卯吉様と共に。

鷹１　　　しかし、われわれも生きなければならないのだ。

　　　　　どうだ、人間の肉を食べさせてくれぬか？

おとめ　　それは・・・

鷹１　　　ははは・・・冗談だ。

　　　　　　　人食い鷹２、３着物の切れ端をくわえて登場。

鷹２　　　おおい、こんな物が見つかったぞ。

おとめ　　これは・・・卯吉様の着ていた着物。

鷹１　　　卯吉はもう、死んでいるのではないか。　

おとめ　　そんな・・・

鷹１　　　われわれは空の上からさんざんお前のために卯吉を探した。

　　　　　しかし、見つからなかったではないか。

おとめ　　それは・・・

鷹１　　　それに、生きていれば、きっとここに戻ってくるのだとすれば・・・

鷹２　　　戻ってこぬかもしれないよ。

　　　　　卯吉は、お前と逃げたことを後悔しているかも。

おとめ　　後悔・・・

鷹３　　　所詮、おまえと卯吉では身分が違いすぎる。

　　　　　小心者の卯吉はおじけづいたかもしれないねえ。

おとめ　　いいえ。卯吉様は必ずここに戻ってきます。

鷹１　　　いまだに戻ってこぬではないか。

鷹２　　　この着物の説明はどうつける？

おとめ　　それは・・・

鷹３　　　あきらめろ。卯吉はもう死んだのだ。

　　　　　　

　　　　　　　着物の切れ端を見ながら何かをじっと考え込むおとめ。

　　　　　　　三羽、おとめの周りを飛び回る。

鷹３　　　こんなことで人間は迷うのか。

鷹２　　　たかが着物の切れ端ひとつで。

鷹１　　　迷っている人間を見るときほど楽しいことはない。

　　　　　あれほど愛していたのに。

鷹２　　　あれほど信じていたのに。

鷹３　　　あれほど覚悟を決めたのに。

鷹１　　　もう、迷わないと決めたのに。

　　　　　所詮、すべて、人間のおごりにすぎない。

　　　　　着物の切れ端ひとつで信じていたものがゆらゆらと揺さぶられる。　

鷹２　　　着物の切れ端ひとつで。

鷹３　　　着物の切れ端ひとつで。　　　　　　　

鷹１　　　おとめの舞の生命力は美しい。

　　　　　まだまだ、断ち切ってしまうには少々惜しい。　

　　　　　もっとも生きたいと思う瞬間にすべてが終わるような、そんな終わり方が望ましい。

　　　　　　　鷹、退場。

　　　　　　　　

おとめ　　卯吉様は死んだ・・・

　　　　　いや、こんな切れ端でそうは決められまい。

　　　　　しかし、鷹様たちが空から探し回っても見つからなかった。

　　　　　だとすれば・・・

　　　　　いいえ、卯吉様の死に様をはっきりとこの目で確かめるまでは私は信じまい。

　　　　　でも、それを確かめたら・・・・

　　　　　私は・・・

　　　　　

声　死ぬのは怖いか？

声　怖くない。

声　そこに卯吉がいるのなら・・・

声　まだ、生きているかも。

声　なら、なぜ現れない？

声　空から捜しても見つからない。

声　深い山の中。

声　人ひとり、どうにでも隠すことができる。

声　着物の切れ端、どう説明をつける？

声　ただ、枝に引っかかっただけのこと。

声　引っかけたのが獣だとしたら・・・

声　人っ子ひとりいない山の中。

声　熊、狼に襲われて・・・

声　ひどい空腹に襲われて・・・

声　激しい疲労に襲われて・・・

声　誰にも知られず、死んでいく・・・

声　想いも残せず、死んでいく・・・

声　遺体も残らず朽ち果てて・・・

声　深い山がその身体を隠すばかり・・・

声　山は何事もなかったようにただ見ている。

声　憐れな人間の死にざまを・・・

声　ただただ見ている。見ているだけ・・・

声　誰にも知られず、死んでいく・・・

声　想いも残せず死んでいく・・・

　　　　　おとめはゆっくりと倒れていく。

　　　　　シシがおとめに近づく。

シシ　　お前はなぜ死のうとしているのだ？

　　　　　おとめゆっくりと顔を上げる。

　　　　　シシ、おとめの顔を見る。

　　　ゆっくりと暗転。

　　　　　　　

　　　　　第三場

　　　　　和知平三郎の屋敷の庭。

　　　　　卯吉が役人に捕らえられている。

　　　　　おとめの父、平三郎を中心に。

役人１　この者がおとめ様をたぶらかし、山の中へ連れ込んだとのことです。

役人２　よくもまあ、大工の分際で。

　　　　それにしても、よくもおめおめと一人だけで戻ってこられたものだ。

役人３　おかげで、甘田様との縁組も破談だ。

役人１　平三郎様、こいつの面をとくとご覧ください。

役人２　町中に引き回して、さらし首にしてやる。

役人３　打ち首、拷問、それでもまだ足りぬわ。　　　　　　　

　　　　ただでさえ小峰城改修が難航しているというのに・・・

　　　　　

　　　　　役人たち、卯吉を連れ去ろうとする。

　　　　　平三郎がそれを止める。

平三郎　待て、この者と少し話しがしたい。

　　　　　役人、卯吉を突き放す。

　　　　　卯吉は両腕を縛られていて、体の自由がきかない。

平三郎　なぜ一人で戻ってきた。

卯吉　　・・・（何かを言おうとするが言葉が出てこない）

平三郎　お前のことは憎んでも憎みたりぬ。

　　　　しかし、それよりも、おとめのことが気がかりだ。

　　　　おとめは、どうしておる。

卯吉　　（何かを言おうとするがやはり言葉が出てこない）

平三郎　もしや・・・もう、この世にいないのでは・・・

　　　　　その場に緊張が走る。

　　　　　いっせいに卯吉を見る。

卯吉　（とぎれとぎれに）・・・和知様・・・おとめ様は生きております。

　　　あの山は人食い鷹の生きる山です。

　　　私は、彼らと話しました。

　　　・・・鷹は、おとめ様のあまりの美しさに殺すことができなかったと・・・

　　　そして、おとめ様は私と逃げたことを後悔している、釣り合った身分の者と結ばれれば良かったとおっしゃっていたそうです。

　　　だから・・・おとめ様はここに戻っていると考えました。

　　　おとめ様がここに戻ってこられたのなら・・・せめて、一目お姿を拝見できればと・・・

　　　なのに、なぜ・・・なぜ・・・戻っていらっしゃらないのか・・・

　　　　　役人たち顔を見合わせる。

　　　　　しばらく沈黙が続く。

平三郎　どうやって・・・お前のようなものがおとめと知り合えたのだ？

卯吉　　・・・この桜の木の下で・・・おとめ様と出会いました・・・　　　

　　　　ほとんど言葉を交わしたことはございません。

　　　　・・・私はその美しさにみとれていただけです。

平三郎　　・・・この者を連れて行け。

　　　　

　　　　　役人たち、卯吉を連れて退場。

平三郎、しばらく、花の咲いていない桜の木を見やる。

　

やがて、シシが登場。

シシ　　　あの者をどうするのだ？

　　　　　　　平三郎、驚いてシシを見る。

シシ　　　死刑にするのか。

平三郎　　山のシシか・・・お前は・・・あの男を知っているのか。

シシ　　　知っている。

　　　　　おとめと逃げた男だろう。

平三郎　　なぜ・・・それを・・・

シシ　　　おとめは生きている。

　　　　　生きて、山の中で暮らしている。

平三郎　　生きているのか・・・。

　　　　　　　おとめ、登場。

おとめ　卯吉様が屋敷に戻って捕らえられた？

　　　　ああ・・・まだ、生きていらっしゃるのね。

　　　　私が屋敷に戻っていると思われた？

　　　　・・・なぜそのようなこと・・・

　　　　いずれにしろ、卯吉様が無事ですむはずがない。

　　　　山のシシ様。

　　　　私も屋敷へ連れて行ってください。

　　　　卯吉様を一人で死なせるわけにはまいりません。

　　

平三郎　山のシシよ。　　　

おとめ　お父上様。

　　　　私は、ただ、卯吉様と共に生きたかった。

　　　　しかし、そのためにお父上様の願いに背いてしまった。

　　　　思い通りに生きることが罪ならば、その刑罰、喜んでお受けしましょう。

シシ　　父と娘、互いに思いあっていること、間違いはない。

　　　　もう一度、めぐり合うことができれば、必ずや分かり合えるだろう。

　　　　　　　平三郎、退場。

　　　　さあ、おとめ、私の背に。

　　　　山は深い。

　　　　お前の足では、降りることはできまい。

　　　　お前の父親に会わせよう。

　　　　きっと、いい方向へと導かれるだろう。

　　　　

　　

　　　　　

　　　　　　　暗転。　　　　　

　　

　　　　　　

　　第三幕

　　　　　第一場

　　　　　小峰城、改築の現場。秋。

　　　　　前回とはうって変わって活気のない様子。

　　　　　休憩の合図が取られ、大工たちはやる気なくその場で休む。

大工１　賽の河原を知っているか。

大工２　なんだ、それは。

大工１　冥土に行く途中にある川原のことだ。

　　　　親より先に死んだ子供が小石を積んで塔を作ろうとするんだが、積むとすぐに鬼がきて壊してしまうんだそうだ。

大工２　鬼はなんで、わざわざ壊しにくるんだ。

大工１　そんなこと知るか。

ただ、このところ、賽の河原の子供のことが頭から離れないんだ。

　　　　まったく、なんで石垣を積んだはしから台風やら地震やらが来て壊してしまうんだか。

大工３　牢に入ると空役っていう処罰があるらしい。

　　　　重い石を運んで、また同じところに戻す作業を永遠にやらされるんだそうだ。

　　　　おれたちと一緒じゃないか。

大工２　おれたちが何をしたっていうんだ。

　　　　何もしてないのに、天罰がくだってるっていうのか。

　　　　こんな筋の通らないことがあるものか。

大工１　最近じゃあ、イタコやら祈祷師やらが城を出入りしているらしいぜ。

大工２　ついに、お殿様も神頼みってわけか。

大工１　それで、嫌な噂を聞いたんだ。

　　　　昔、どこかの国の殿様が城を建てるとき、やっぱり今みたいに何度やっても、嵐やら地震やらが来て壊されてしまうことがあったらしい。

まじないばあさんによると、どうも、それは土地の神の祟りだからそれを沈めるには人柱を建てろということになったんだ。

大工３　人柱？

大工１　人間を生きたままここに埋めるんだ。その霊魂が祟りを沈めるそうだ。

大工２　おっかないねえ。

大工３　そんな話があるものか。

　　　　偉い殿様がそんな馬鹿なことなさるものか。

　　　　何の罪もない人間を生き埋めだと。

大工２　どうしても必要なら死刑囚を連れてくればいいじゃないか。

大工１　それじゃあ、駄目なんだ。

　　　　くじ引きか、祈祷で選ばれた人間か・・・

大工２　俺、嫌だよ。　　　　　　

　　　　生き埋めだなんておっかねえ。

大工３　そんな馬鹿な話、俺は信じない。

　　　　誰かが死んだら、工事が進むなんてそんなこと・・・

大工２　俺、昔からくじ運が悪いんだ。真っ先に当たってしまうよ・・・

大工１　馬鹿だな。俺たちが当たるわけないじゃないか。

　　　　大工がいなくなりゃ、誰が改修工事を進めるんだ。

大工２　いや、しかし、万が一くじに当たったら・・・

大工１　くじを引くのは俺たちじゃないよ。お役人様だってそれは考えているさ。

大工２　本当か？

大工１　そりゃ、そうだよ。まじめに仕事をしていりゃ、生き埋めにされることなんてありえない。

大工３　しかし、まじめにやってもどうせまた壊されちまうんだろう・・・

　　　　　役人から作業開始の合図。

　　　　　大工ら、沈痛な面持ちのまま作業を続ける。

　　　　　活気はないが、それを咎める者もいない。

      　　　　第二場

　　　　　　　改修途中の小峰城内。早朝。

　　　　　　　平三郎、藩主の丹波長重、その他、家臣たち、巫女。

　　　　　　　平三郎が、長重に嘆願している。

　　　

平三郎　　どうか、もう一度お考え直しくださいませ。

　　　　　度重なる災いを治めるのにどうして人柱が必要なのか。

　　　　　それは、あまりにも・・・あまりにも・・・

丹波　　　馬鹿げていると申すのか。

　　　　　しかし、改修が一段落した途端に、天災、火事、地震が続き、もはや打つべき手は全て打った。

　　　　　財政は火の車、大工たちの精魂も疲れ果て、逃げ出す者もいる始末。

　　　　　祟りが起きているとしか考えられぬ。

平三郎　　しかし・・・

丹波　　　天災は人の手ではどうにも止めることができぬ。

　　　　　国中の幾人もの占師のもとに人柱を立てるよう、お告げが出たのだ。　

平三郎　　どうか、もう一度お考えください。

　　　　　いくら城のためとはいえ、罪のない者を犠牲にするのは・・・。

丹波　　　城の改修はお上からのお達しでもある。

　　　　　いかなる犠牲を払ってでも進めねばならぬ。

　　　　　今から、最初に城に入ってきた者、大工でも役人でも、たとえ私の息子であっても小峰城改修のための人柱にする。

平三郎　　ご子息であっても・・・

丹波　　　このことは、ここに居並ぶ重臣とここにいる巫女しか知らぬ。

　　　　　人選は公平に行う。

　　　　　　　

　　　　　　　うなだれる平三郎。

　　　　　　　重苦しい沈黙が続く。

巫女　　　（座ったまま）誰か来た。

　　　　　　　全員、立ち上がって、外を見る。

　

平三郎　　　おとめ・・・

家臣１　　　・・・まさか、行方不明になっておられたおとめ様が・・・

家臣２　　　山のシシに乗せられて・・・天からの使いのようだ。　　　　　　

平三郎　　　・・・ああ・・・なんということだ・・・

　　　　　　（叫ぶ）来るな。

　　　　　　　平三郎が、城から出ようとするのを家臣たちが止める。

家臣３　　　平三郎様、外に出ることは許されておりません。

平三郎　　　来るな、来るな。（外に向かって手を振る）

　　　　　　決して来てはならぬ。来るな。

　　　　　　　平三郎を静めようとする家臣たち。

　　　　　　　やがて、おとめが城内に現れる。

おとめ　　お父上様。

平三郎　　おとめ。

おとめ　　お父上様が、私を呼んで手を振っていらっしゃるのが見えました。

平三郎　　・・・。

おとめ　　山のシシ様から聞きました。

　　　　　卯吉様がこちらにいらっしゃると。

平三郎　　・・・。

おとめ　　お父上様は私をお許しにならないと思っておりました。

　　　　　刑を受ける覚悟で帰ってまいりました。

　　　　　願わくば、卯吉様のお命は助けていただきたいと。

　　　　　それが、無理なら共に死なせて欲しいと・・・

平三郎　　・・・。

おとめ　　でも、お父上様は私の姿を見て、手を振っていらっしゃった。

　　　　　私にこっちに来るよう、合図をしていらっしゃった。

　　　　　その姿を見て、私は・・・

平三郎　　・・・ああ、そうだよ。　　

　　　　　私はお前にずっと会いたかったのだ。

　　　　　　　平三郎、おとめを抱きしめる。

おとめ　　お許しいただけるのですか。

平三郎　　ああ、おとめ。　

　　　　　・・・卯吉とやらも、悪いようにはしない・・・

おとめ　　お父上様・・・

平三郎　　お前に会いたかった。

　　　　　　二人、しばらく抱き合う。

　　　　　

丹波　　　平三郎・・・

平三郎　　（平伏する）は・・・　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　平三郎から離れたおとめを家臣たちがゆっくりと取り囲む。

　　　　　　　おとめは置かれた状況がまったく分かっていない。

　　　　　　　おとめ、よく分からないまま家臣たちの手で捕らえられる。

平三郎　　よく、戻ってきてくれた。

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　暗転。

　　　　　第三場

　　　

　　　　　牢の中。卯吉が眠っている。

　　　　　やつれて、生気のない様子。

　　

　　

　　　　　靄の中から、シシが登場。

　　　　　人食い鷹が三羽、シシの周りを飛び回る。

　　　　　鷹、シシに襲いかかり、シシを食い尽くす。

　　　　　鷹の飛び去った後に、おとめの死骸。

　　　　　卯吉、絶叫して起きる。

卯吉　おとめ様・・・おとめ様はどうしていらっしゃるのだ。　　

　　　

　　　　　卯吉の声は暗がりに反響するだけ。

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　第四幕

　　　　　三年後、改修工事の終わった小峰城。春、昼間。

　　　　　降りしきる桜。

　　　　　役人に連れられた、卯吉が登場。

　　　　　役人、卯吉を解放する。

卯吉　　おとめ様はどうなったのです。

　　　

　　　　　役人は無言。

卯吉　　答えてください、一体、おとめ様は・・・

役人　　お前は知る必要がない。

卯吉　　私を死刑にするのではないのですか？

役人　　いや、お前は自由だ。

　　　　ただし、人目につかぬうちに藩を立ち去れ。

卯吉　　なぜ、なぜ、重罪を犯した私を生かしておくのです。

役人　　・・・もう、捕らえておく理由がなくなった。

卯吉　　・・・一体どういうことですか？

役人　　お前は、何も知らなくていい。

　　　　一刻も早く、この場を立ち去れ。

　　　　それが、お上からのお達しだ。

　　　　　役人、退場。

　　　　　卯吉、納得のいかぬまま役人を見送る。

　　　　　卯吉、桜を見上げる。

卯吉　・・・ああ、桜がきれいだ・・・おとめ様と出会ったのもこんな日であった・・・

　　　　長い間、穴倉のような牢にひとり閉じ込められ、話す者もいなかった。　　

　　　　ただ一人、死刑に処せられる日を待つ日々だった。

　　　　なぜ・・・私は解放されたのか・・・

　　　　あのとき見た光景は何の暗示であったのか・・・

　　　　おとめ様・・・

　　　　

　　　　　卯吉、降りしきる桜を眺める。

　　　　　おとめ、登場。

　　　　　

卯吉　　おとめ様・・・

おとめ　やっとお会いできましたね。

卯吉　　おとめ様、本当におとめ様なのですね。

おとめ　はい。

卯吉　　御無事で、何よりです。

おとめ　卯吉様も。

卯吉　　あの夜からずっと悔やんでおりました。

　　　　あの時、おとめ様のそばにいれば、おとめ様を見失うことはなかったのだと・・・

　　　　辛く不安な思いをさせてしまいました。

おとめ　いいえ。

卯吉　　私と逃げたことを後悔しておられるのでは。

　　　　婚儀の日取りも決まっていたというのに。

おとめ　後悔などしておりませんよ。

　　　　わずかな間でも、卯吉様と生きることができました。

卯吉　　今はどうしておられるのですか。

　　　　和知様はお許しくださったのですか。

おとめ　はい。

卯吉　　それは良かった。　

おとめ　今はただ、桜を愛でております。

　　　　散りゆく桜は一人で愛でるもの・・・

　　　　

　　　　　しばし、沈黙。

卯吉　　おとめ様・・・

おとめ　ここにいらっしゃれば、きっと、また、お目にかかれます。

卯吉　　・・・おとめ様・・・

おとめ　長い間、難航していた小峰城の改修工事もやっと終わりました。

　　　　立派なお城になりましたよ。

　　　　　降りしきる桜。改修工事の終わった小峰城が姿を現す。

　　　　　徐々にあたりが闇になる。

　　　　　靄の中から丹波と大勢の役人、平三郎が現れる。

　　　　　役人に捕らえられるおとめ。

　　　　　巫女の呪文を唱える声が聞こえる。

平三郎　すまない、おとめ。

おとめ　罪を犯したにも関わらず、お父上様はお許しくださいました。

平三郎　戻ってきてくれたのに・・・こんなことに・・・

おとめ　どうか、卯吉様のお命だけは。

平三郎　約束しよう。

　　　　小峰城が竣工した暁には必ず解放すると。

　・・・ああ・・・おとめ、おとめ・・・

　　　　

　　　　　　　平三郎、おとめを抱きしめる。

丹波　　始めるぞ。

　　　　　　　役人たち、平三郎を取り押さえる。

おとめ　お父上様、どうか、小峰城の改修が滞りなくいきますよう。

　　　　お元気で。

平三郎　私もろとも生き埋めにしてくれ。

　　　　　　　　　　　　

役人たち、おとめを取り囲む。

おとめ、逆さになって生き埋めになる姿。

桜が、激しく散る。　　

靄が立ちこめ、これらの光景が見えなくなる。

あたりが徐々に明るくなる。

卯吉　　・・・そんな・・・まさか・・・おとめ様・・・

　　　　

　　　　　

　　　

　　　　　　おとめ、卯吉に何かを語りかけるように生き生きとした舞を舞う。

　　　　　　卯吉、呆然とその舞を見守る。

　　　　

卯吉　　おとめ様・・・

　　　　　　おとめはいなくなっている。陽の光の中、堂々とそびえたつ小峰城の姿。

　　　　　　ただ、桜が降りしきるばかり。
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